
埼玉県さいたま市大宮区

およそ 2400 年の歴史を持つ大宮には古くからの祭り事が多く存在

しまつりに親しんだ土地である。その多くが氷川神社で行われる。

また近年、さいたまスーパーアリーナでのライブやイベント、鉄道

博物館を中心に行われる鉄道の街大宮ならではのイベントが多く開

催されている。

大宮は毎年本当にたくさんのひとが訪れてにぎわいに満ちた街に変

貌します。

2007 年「鉄道の街 大宮」の象徴する「鉄道博物館」の完成と同時期

にエキナカ「エキュート 大宮」が開業し、21 世紀における「鉄道の

街」としての地位を確立した。しかし、エキナカ、駅ビルが出現し

たことにより駅から人が降りてこず、駅に客が吸い寄せられるとい

う問題が発生することになる。大宮駅前の商店は衰退の一途を辿る

ことになる。
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現在、大宮氷川神社⇄さいたまスーパーアリーナは氷川参道という
象徴的な軸により結ばれ、祝祭時には屋台が立ち並び大宮を訪れた
方々を出迎える祝祭空間へと変貌する、まつりの予感を常に感じさ
せる空間である。
しかし、大宮のまつりの象徴的な「大宮氷川神社」と大宮駅を結ぶ
空間はまつりの雰囲気を感じさせない均質化した退屈な空間が続き、
祝祭時にも店を閉め、せっかくの祝い事を台無しにしている。

大宮駅から氷川参道へとつながる道を再編し、「祝祭の軸」を作り上
げる。祝祭時に大宮全体に祝祭空間が創出される。人々は集い、「ま
つりの街 大宮」へと進化していく。

駅ビルと氷川参道を繋ぐ新たな軸の提案

駅ビル

4. ダイヤグラム

3. 祝祭の軸
1. 祝祭都市「大宮」

2. エキナカ、駅ビルの出現

3. 祝祭の軸
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5. プログラム 6. 詳細図面

ex. オフィス×休憩所
日常 祝祭時

タイプ : 高

ex. 貸コンテナ×美術展等

ex. テナント×カフェ

ex. 居酒屋

ex. 祝いの観客

ex. 屋台

▽氷川参道 ▽十日市@氷川参道 ▽大宮駅⇄氷川参道 間

タイプ : 中

タイプ : 低
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デッキから「コンテナ」が垂れ下がる。
都市との新しい関係性を生み、今まで見えなかった
日常の活動と、祝祭を演出することができる。
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貸しコンテナとして
市民活動の拠点となる。
展示や集会などが行われる。

オフィスなどに
付随しながら休憩所
や喫煙所などに利用

される。

居酒屋として利
用され、人々が集ま
りながらコンテナの中
で祭りを楽しむ。

客席として
今まで見えな
かった活動を演出

する。

屋台として
一緒に祭りを
盛り上げる。

地域と密着した
立体的な商店となる。


